
 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨日に続き、本日も2つのブロック長のコメントを

掲載します。じっくり読んでください。 

かとう学園 宗像市立河東中学校 

学校通信第７号（Ｒ４，５．１０）

体育祭ブロック長のメッセージ 

【 青ブロック長 青木 汰輝 さん 】 

 こんにちは、青ブロック長の青木汰輝です。今回の体育祭での僕の目

標は、歴代最高の体育祭をつくることです。みなさんが思う最高とは何

でしょうか。僕が思う最高とは、「楽しみつくす」ということです。僕は、

とても負けず嫌いですが、楽しむことを1番大事にしています。なぜな

ら、楽しいことをする時は、全力だからです。全力でダンスをしたり、

走ったりすることがどれだけ楽しいかを僕は知っているつもりです。全

員が全力で楽しめば、歴代同一1位です。青ブロックを引っ張るので、

よろしくお願いします。 

【 青ブロック長 角田 冴那 さん 】 

 こんにちは。青ブロック長になりました角田冴那です。今年の

体育祭での私の目標は、一人一人が主役になり最高の思い出に残

るような体育祭にしていくことです。そのためには、みんなとコ

ミュニケーションをとって意見を聞き、全員が「楽しかった！」

と思えるようにしたいです。ブロック長という自覚を持ち、積極

的に声かけをして、練習から本番まで盛り上げていきます。一人

一人が全力を出しきり笑顔で頑張っていきましょう。よろしくお

願いします。  

【 黄ブロック長 井上 太貴 さん 】 

 この度、黄ブロック長になりました井上太貴です。僕は、「みんなで

楽しめる体育祭」を目標にしています。それを実現させるには、移動す

るスピードや反応の大きさ、メリハリなどが重要になってくると思いま

す。そして、もちろん体育祭を楽しみにしている人もいると思いますが、

楽しみでない人や運動が苦手な人も当然います。その全ての人たちが同

じ思いを胸に全力で体育祭の成功のために動くことができれば、この目

標を達成することも不可能ではないのではないでしょうか。全力ででき

ることをしますのでよろしくお願いします。 

 

 【 黄ブロック長 塩川 天寧さん 】 

 こんにちは。黄ブロック長になりました塩川天寧です。私は一

つ一つの行動、言動に責任を持ち、最後まで笑顔・元気・努力を

忘れず頑張ります！全員が楽しめるような体育祭をつくるため

に、よく声かけをし、全員で盛り上げられる雰囲気をつくりたい

と思います。そういった雰囲気は、ブロック長・ブロックリーダ

ーの力だけでは作れないと思います。ブロック全体で反応する時

は反応する、静かにする時は静かにするなどのメリハリをつけら

れるブロックにしていきたいです。よろしくお願いします。 

 



 

 

 

一隅を照らす（いちぐうをてらす） 

～ひとりひとりの役割・仕事・委員・係の大切さ～ 

  もう10年も前になりますが、私の友人の大角先生 

（滋賀県愛知中学校校長）と津守先生（山口県平川 

中学校校長）の3人で関西を旅行した時の話です。 

地元の大角先生に、比叡山にある延暦寺を案内して 

もらいました。国宝の根本中堂をはじめ、荘厳な建物 

や場内・自然を見ながら、大角先生から最澄（伝教 

大師）の言葉を教えてもらいました。 

  『一隅を照らす（いちぐうをてらす）』という最澄が 

残した言葉です。 

  一隅というのは、かたすみ・一部分・すみっこという 

意味です。人間は、様々な集団に属しています。学校・ 

会社・地域社会などいろんな社会の中にいます。その中にあって、その立場立場にお

いてなくてはならない人になることの大切さを言っているのだそうです。その集団の中

での役割を通して貢献することが大事だと最澄は言ったのだそうです。 

  生徒のみなさんも、学級や学校の中でそれぞれの役割があると思います。委員や係

など、クラスでの役割を責任を持って果たすことが、教室や学校の一隅を照らすことで

す。ひとりひとりの照らす力が集まって強い光となり教室や社会が光り輝きます。 

  体育祭においても同じで、出場種目や係分担で自分の役割を自分の能力の範囲

内でやり通すことが、体育祭に光をともすことになります。 

もともとこの最澄の言葉は、国民一人一人が自分の仕事を全うすることで社会が良

くなることを願って発せられた言葉だそうですが、学校をはじめどんな集団についても

言えることではないでしょうか。 

  友人の大角君は、さらに最澄の言葉をこう解説してくれました。 

  「賢は賢なりに、愚は愚なりに、一つのことを何十年と継続していくことが大事だ。別

に偉い人になる必要はない。社会のどこにあっても、その立場立場でなくてはならない

人になることが大切で、その仕事を通して世のため人のために貢献する。そんな生き

方を最澄は言ってるんだろう。」 

  教室で行うひとりひとりの係の仕事。その一つ一つが教室の一隅を照らします。  

河東中を卒業し、それぞれの仕事に就いたとき、またそれぞれの仕事で社会の一隅を

照らすでしょう。 

  最澄いわく、『一隅を照らす、これすなわち国宝なり』と。 


